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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,152,009 5,393,792 7,465,717

経常利益 （千円） 300,110 339,245 476,300

四半期（当期）純利益 （千円） 167,274 205,991 271,217

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 167,274 205,991 271,217

純資産額 （千円） 2,978,324 3,244,038 3,082,267

総資産額 （千円） 6,823,374 6,822,613 7,108,242

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 34.63 42.65 56.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 34.14 41.86 55.30

自己資本比率 （％） 43.5 47.3 43.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 126,402 388,493 295,569

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △101,119 △52,827 △104,801

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △156,587 △294,039 △96,855

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,002,803 1,269,646 1,228,020

 

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.87 12.43

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は純粋持株会社である当社及び連結子会社３社により構成されており、

自動車販売関連事業及び生命保険・損害保険代理店業関連事業を営んでおります。

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社グループの協力会社より

鈑金塗装事業を譲り受けることにより同事業に進出しました。これに伴い、当社の関係会社は子会社が１社増加しま

した。この結果、平成26年12月31日現在では、当社グループは、当社、連結子会社４社により構成されることとな

り、自動車販売関連事業、生命保険・損害保険代理店業関連事業及び鈑金塗装事業を営むこととなりました。なお、

鈑金塗装事業は、セグメント情報においては報告セグメントに含まれない事業セグメントである「その他」に含まれ

ます。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成26年10月20日開催の取締役会において、子会社である株式会社東葛ボディーファクトリーを譲受会社

として、当社グループの協力会社の１つである大和ボデー株式会社が営む鈑金塗装事業を譲り受けることを決議し、

同日に事業譲渡契約を締結、平成26年10月31日に事業の譲り受けを完了いたしました。

その概要については、次のとおりであります。

(1）譲り受け事業の内容

鈑金塗装及びこれに付随する事業。

 

(2）譲り受け資産・負債の項目

譲渡対象事業に関する流動資産（棚卸資産等）、有形無形固定資産（土地・建物附属設備等）及び譲渡対象事業

を遂行するために必要な契約等であります。

 

(3）譲り受け価額

譲り受ける資産金額は、27百万円であります。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）におけるわが国の経済環境は、雇用関連が

改善傾向にあり、設備投資、個人消費等にも持ち直しの動きがみられる等緩やかな回復基調で推移しました。

このような環境のなか、当社グループにおいて中核事業である自動車販売関連事業が属する自動車販売業界で

は、昨年秋以降に発売された新型車の販売は比較的堅調に推移したものの、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の

反動減が長期化していることもあり、当第３四半期連結累計期間の国内新車販売台数は3,718,231台（登録車（普

通自動車）・届出車（軽自動車）の合計。前年同四半期比3.4％減）となりました。

車種別では、ハイブリッド車（フィットハイブリッド、アクア等）、軽自動車（Ｎ－ＢＯＸ、ムーヴ等）、コン

パクトカー（フィット、ヴィッツ等）が販売の上位を占めております。

当社グループにおけるセグメント毎の状況につきましては以下のとおりであります。

新車販売につきましては、消費税引き上げに伴う反動減が長期化しておりますが、前期末に発生した売れ筋車種

のリコール等による車両納期の長期化が改善されたこと等から販売台数は1,701台（前年同四半期比2.1％増）とな

りました。販売車種構成につきましても登録車の販売比率が前年同四半期に比べて増加したことから１台当たりの

販売単価は上昇しました。また、手数料収入は減少したものの、整備業務を行うサービス売上は増加しました。そ

の結果、売上高は43億68百万円（前年同四半期比4.9％増）となりました。

中古車販売につきましては、新車部門からの下取車のほか、オークション等からの外部仕入も行い、引き続き販

売車両の確保に注力しました。販売台数は1,531台（前年同四半期比2.3％減。内訳：小売台数702台（前年同四半

期比1.7％減）、卸売台数829台（前年同四半期比2.8％減)）となりましたが、比較的販売価格の高い小売台数の販

売比率が前年同四半期に比べて増加したことから１台当たりの販売価格は上昇しました。また、整備業務を行う

サービス売上、手数料収入は共に増加しました。その結果、売上高は９億53百万円（前年同四半期比5.1％増）と

なりました。

その他につきましては、生命保険・損害保険代理店業関連事業では、保険契約件数及び保険取扱手数料がともに

減少したこと、鈑金塗装事業では事業を立ち上げて間もないこともあり売上高は71百万円（前年同四半期比8.6％

減）となりました。

以上の結果、当社グループの売上高は53億93百万円（前年同四半期比4.7％増）となりました。

また、損益につきましては、営業利益は３億45百万円（前年同四半期比12.0％増）、経常利益は３億39百万円

（前年同四半期比13.0％増）、四半期純利益は２億５百万円（前年同四半期比23.1％増）となり、いずれも前年同

四半期比で増加となりました。これは、当社グループの主力事業である新車販売及び中古車販売の売上高が前年同

四半期に比べて増加したことによるものです。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ41百万円増加し、当四半期連結会計期間末には12億69百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は３億88百万円（前年同四半期は１億26百万円

の獲得）となりました。これは税金等調整前四半期純利益３億39百万円から主に減価償却費86百万円、賞与引当金

の減少額23百万円、売上債権の減少額２億45百万円、たな卸資産の増加額１億36百万円、仕入債務の減少額58百万

円、その他の資産の減少額１億18百万円、その他の負債の増加額37百万円及び法人税等の支払額２億19百万円等を

調整したものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は52百万円（前年同四半期は１億１百万円の使

用）となりました。これは固定資産の取得による支出63百万円、貸付金の回収による収入８百万円及び差入保証金

の回収による収入２百万円によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は２億94百万円（前年同四半期は１億56百万円

の使用）となりました。これは借入金の返済による支出２億49百万円、配当金の支払による支出48百万円及び新株

予約権の発行による収入４百万円によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,920,000

計 16,920,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,830,000 4,830,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 4,830,000 4,830,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 4,830,000 － 210,300 － 199,711

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,000 －
単元株式数

1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,825,000 4,825 同上

単元未満株式 普通株式 4,000 － －

発行済株式総数  4,830,000 － －

総株主の議決権 － 4,825 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社所有の自己株式です。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式304株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社東葛ホール

ディングス

千葉県松戸市小金きよ

しケ丘三丁目21番地の

１

1,000 － 1,000 0.66

計 － 1,000 － 1,000 0.66

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、野海公認会計士事務所並びに楠見公認会計士事務所による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,228,020 1,269,646

受取手形及び売掛金 ※２ 2,476,584 ※２ 2,182,335

商品及び製品 282,436 340,184

その他 254,131 116,921

流動資産合計 4,241,172 3,909,087

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 508,512 483,166

機械装置及び運搬具（純額） 158,122 191,172

土地 1,935,816 1,985,328

その他（純額） 4,502 3,358

有形固定資産合計 2,606,954 2,663,025

無形固定資産 1,674 1,081

投資その他の資産 ※１ 258,441 ※１ 249,419

固定資産合計 2,867,069 2,913,526

資産合計 7,108,242 6,822,613

負債の部   

流動負債   

買掛金 516,696 458,506

短期借入金 2,489,225 2,287,619

1年内返済予定の長期借入金 64,284 57,184

未払法人税等 123,042 18,394

賞与引当金 43,189 19,481

その他 307,867 292,861

流動負債合計 3,544,306 3,134,048

固定負債   

長期借入金 232,771 191,658

その他 248,897 252,869

固定負債合計 481,668 444,527

負債合計 4,025,974 3,578,575

純資産の部   

株主資本   

資本金 210,300 210,300

資本剰余金 199,711 199,711

利益剰余金 2,662,407 2,820,106

自己株式 △325 △533

株主資本合計 3,072,093 3,229,584

新株予約権 10,174 14,454

純資産合計 3,082,267 3,244,038

負債純資産合計 7,108,242 6,822,613
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 5,152,009 5,393,792

売上原価 3,896,083 4,115,371

売上総利益 1,255,925 1,278,421

販売費及び一般管理費 947,649 933,263

営業利益 308,276 345,157

営業外収益   

受取利息 1,417 1,299

受取手数料 2,558 4,166

その他 2,712 2,944

営業外収益合計 6,688 8,410

営業外費用   

支払利息 14,854 14,322

営業外費用合計 14,854 14,322

経常利益 300,110 339,245

特別利益   

固定資産売却益 1,509 －

特別利益合計 1,509 －

特別損失   

固定資産処分損 5,766 109

賃貸借契約解約損 12,000 －

特別損失合計 17,766 109

税金等調整前四半期純利益 283,852 339,136

法人税等 116,578 133,144

少数株主損益調整前四半期純利益 167,274 205,991

四半期純利益 167,274 205,991
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 167,274 205,991

四半期包括利益 167,274 205,991

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 167,274 205,991

少数株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

株式会社東葛ホールディングス(E03401)

四半期報告書

10/17



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 283,852 339,136

減価償却費 70,955 86,857

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,224 △23,707

受取利息及び受取配当金 △1,417 △1,299

支払利息 14,854 14,322

固定資産処分損益（△は益） 5,766 109

売上債権の増減額（△は増加） 112,938 245,632

たな卸資産の増減額（△は増加） △119,447 △136,550

仕入債務の増減額（△は減少） △44,786 △58,190

その他の資産の増減額（△は増加） △20,404 118,288

その他の負債の増減額（△は減少） 1,678 37,270

小計 278,766 621,869

利息及び配当金の受取額 27 27

利息の支払額 △14,836 △14,372

法人税等の支払額 △137,555 △219,031

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,402 388,493

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △241,082 △63,303

有形固定資産の売却による収入 129,561 －

貸付金の回収による収入 8,046 8,046

差入保証金の差入による支出 △33 △70

差入保証金の回収による収入 2,388 2,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △101,119 △52,827

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △93,187 △201,606

長期借入金の返済による支出 △19,044 △48,213

配当金の支払額 △48,292 △48,292

自己株式の取得による支出 － △208

新株予約権の発行による収入 3,936 4,280

財務活動によるキャッシュ・フロー △156,587 △294,039

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △131,304 41,626

現金及び現金同等物の期首残高 1,134,108 1,228,020

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,002,803 ※ 1,269,646
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

(1）連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間より、株式会社東葛ボディーファクトリーは新たに設立したため、連結の範囲に

含めております。

 

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

投資その他の資産 4,902千円 4,902千円

 

※２　割賦販売によって顧客に販売した自動車にかかる割賦債権については、株式会社オリエントコーポレーショ

ンに集金業務を委託するとともに、同社による支払保証を受けております。なお、当該割賦債権の代金回収

予定額の約束手形を同社から受領しております。当該受取手形金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形及び売掛金 2,289,225千円 2,087,619千円

 

また、株式会社オリエントコーポレーションが顧客に対して有する求償権に対し、顧客のために、当社は支

払いを再保証しています。当該再保証額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

求償権に対する再保証額 285,894千円 234,563千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

現金及び預金勘定 1,002,803千円 1,269,646千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,002,803 1,269,646

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 48,292 10 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 48,292 10 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 新車販売 中古車販売 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,165,869 907,511 5,073,380 78,628 5,152,009

セグメント間の内部売上高又は
振替高

219,095 － 219,095 － 219,095

計 4,384,964 907,511 5,292,475 78,628 5,371,104

セグメント利益 300,114 100,461 400,576 13,453 414,030

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険

代理店業関連事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 400,576

「その他」の区分の利益 13,453

全社費用（注） △105,753

四半期連結損益計算書の営業利益 308,276

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 新車販売 中古車販売 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,368,544 953,361 5,321,905 71,887 5,393,792

セグメント間の内部売上高又は
振替高

263,205 － 263,205 21,973 285,178

計 4,631,749 953,361 5,585,110 93,860 5,678,971

セグメント利益 336,725 105,352 442,077 10,011 452,088

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険

代理店業関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 442,077

「その他」の区分の利益 10,011

全社費用（注） △106,931

四半期連結損益計算書の営業利益 345,157

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 34円63銭 42円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 167,274 205,991

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 167,274 205,991

普通株式の期中平均株式数（株） 4,829,200 4,828,978

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
34円14銭 41円86銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 69,207 91,486

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要

──────

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月８日

株式会社東葛ホールディングス

取締役会　御中

 

 野海公認会計士事務所  

 

 公認会計士 野海　英　　　印

 

 楠見公認会計士事務所  

 

 公認会計士 楠見　恭造　　印

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東葛ホール

ディングスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日

から平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表

明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東葛ホールディングス及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

会社の平成26年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成26年２月９日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成26年６月８日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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